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・ 新たな特別委員会を設置 …………………… P ４

・ 議会報告会 ・ 意見交換会を開催 …………… P ７

・ 全員協議会を開催 …………………………… P ８

・ ４月15日緊急会議を開催

6月定例会議最終日追加議案審査 ………… P ８

　 町庭坂の奥に位置し、 延々と続く石段の

両側には見上げるばかりの杉並木がある。

参道の入り口には、 推定樹齢400年の市指

定天然記念物の大モミの木がある。

ふくしま
市議会
だ よ り
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ふくしま市議会だより　令和４年８月１日発行　（2）

■
行
財
政ふ

る
さ
と

寄
付
金
の
金
額

川か
わ
ま
た又

康や
す
ひ
こ彦

Ｑ　
直
近
３
年
の
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
金
額
と
市
か
ら
流
出
し
て
い
る
税
額

は
。

Ａ　
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
と

し
て
の
歳
入
は
、
１
億
９
５
５
万
円
余
り
、

福
島
市
民
が
他
市
町
村
へ
寄
附
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
る
市
民
税
寄
付
金
税
額
控
除
額

が
２
億
７
８
７
万
円
余
り
。

　
令
和
元
年
度
は
歳
入
が
１
億
４
，
５
６

４
万
円
余
り
、
控
除
額
が
２
億
２
，
４
９

７
万
円
余
り
。

　
令
和
２
年
度
は
歳
入
が
８
億
１
，
８
４

３
万
円
余
り
、
控
除
額
が
２
億
９
，
８
６

４
万
円
余
り
。

　
令
和
３
年
度
は
歳
入
が
速
報
値
で
12
億

５
，
０
０
０
万
円
余
り
、
控
除
額
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
計
数
整
理
中
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
サ
ル
被
害
の
軽
減

〇
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
の
基
本
利
用
料
金

と
運
営

〇
福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
の

利
用
料
金
と
運
営

廃
校
の
不
動
産
の

再
活
用

斎さ
い
と
う藤

正ま
さ
お
み臣

Ｑ　
提
案
型
民
間
活
力
導
入
制
度
の
概
要
、

売
却
価
格
の
設
定
方
法
は
。

Ａ　
提
案
型
民
間
活
力
導
入
制
度
は
、
民

間
事
業
者
な
ど
が
持
つ
資
本
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ア
イ
デ
ア
な
ど
の
民
間
活
力
を
最
大
限
生

か
し
て
、
公
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
の
新
し
い
制
度
で
、
テ
ー
マ
を
絞
ら

ず
、
幅
広
く
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
ア
イ

デ
ア
や
提
案
を
お
持
ち
の
方
に
、
未
利
用

公
有
財
産
を
売
却
、
ま
た
は
貸
付
す
る
。

売
却
価
格
は
原
則
、
不
動
産
鑑
定
評
価
額

に
基
づ
く
価
格
と
な
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
本
市
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備

状
況

〇
花
見
山
観
光
の
お
も
て
な
し
の
あ
り
方

〇
廃
校
備
品
販
売
会
、
図
書
譲
渡
会

■
く
ら
し
・
安
全

地
震
災
害
対
策
と

被
災
者
支
援

小お

熊ぐ
ま

省し
ょ
う

三ぞ
う

Ｑ　
国
の
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
に
お
け

る
申
請
期
限
の
規
定
は
。

Ａ　
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
に
申
請
期

限
の
規
定
は
な
く
、
今
回
の
福
島
県
沖
地

震
で
は
、
緊
急
性
を
考
え
、
独
自
に
令
和

２
年
度
と
同
様
の
期
間
を
設
定
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
利
用
促
進

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
と
扶
養
義

務
者
の
扶
養

〇
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支
給
拡
大

大
雪
へ
の
対
策  

高た
か

木ぎ

直な
お

人と

Ｑ　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
除
雪
作
業
に
携

わ
れ
る
方
を
明
確
に
し
、
担
当
を
決
め
る

な
ど
除
雪
計
画
の
作
成
に
市
も
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　
住
民
が
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら

除
雪
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

除
雪
計
画
を
策
定
し
、
降
雪
に
備
え
る
こ

と
が
円
滑
な
除
雪
作
業
に
結
び
つ
く
た
め
、

地
区
の
方
々
自
ら
が
作
成
す
る
地
区
防
災

計
画
の
策
定
支
援
で
、
除
雪
に
関
す
る
対

応
も
計
画
に
盛
り
込
む
な
ど
地
区
の
実
情

に
応
じ
た
助
言
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
福
島
駅
東
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
工
事
現
場
周
辺
の
安
全
対
策

〇
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
製
ワ
ク
チ
ン
の
導
入

効
果

〇
通
学
路
の
地
震
被
害
防
止
の
安
全
点
検

■
産
業
・
経
済

道
の
駅
ふ
く
し
ま
の

今
後
の
事
業
展
開

鈴す
ず
木き

正ま
さ
実み

Ｑ　
今
後
、
地
域
振
興
や
農
業
復
興
な
ど

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
福
島

な
ら
で
は
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
農

産
物
出
荷
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
農
産

物
集
荷
シ
ス
テ
ム
で
効
率
的
な
集
荷
を
行

う
と
と
も
に
、
着
地
型
観
光
の
商
品
開
発

な
ど
、
商
品
開
発
力
や
地
域
振
興
の
企
画

力
の
高
さ
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
今
後
、
市
内
事
業
者
と
の
連
携
や
地
域

資
源
を
生
か
し
た
新
商
品
開
発
、
市
内
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
の
周
遊
施
策
な
ど
、
地
域

振
興
の
拠
点
と
な
る
一
層
の
事
業
展
開
を

期
待
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
道
の
駅
ふ
く
し
ま
の
地
域
観
光
振
興

〇
道
の
駅
ふ
く
し
ま
の
混
雑
時
の
対
応

〇
道
の
駅
ふ
く
し
ま
か
ら
巨
木
を
巡
る

史
跡
探
訪道

の
駅
ふ
く
し
ま
を

拠
点
と
し
た
観
光

小お

野の

京き
ょ
う

子こ

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

市
政
を
問
う
！

Ｑ　
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
と
の
連
携

策
が
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

Ａ　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
で
は
、
ふ
く
し

ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
エ

ア
レ
ー
ス
世
界
王
者
の
室
屋
義
秀
選
手
の

エ
ア
シ
ョ
ー
や
、
レ
ー
ス
機
の
３
分
の
１

ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
の
展
示
を
行
っ
た
。

　
今
後
、
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
空

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
を
図

り
、
冬
期
は
ス
カ
イ
パ
ー
ク
で
豊
富
な
雪

を
活
用
し
た
か
ま
く
ら
づ
く
り
や
フ
ァ
ッ

ト
バ
イ
ク
、
犬
ぞ
り
試
乗
体
験
な
ど
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
地
域
資

源
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
よ
る
投
票
支
援

〇
お
く
や
み
窓
口
の
設
置
と
周
知
方
法

〇
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
配
備

■
福
祉
・
健
康

健
都
福
島

山や
ま
ぎ
し岸

清き
よ
し

Ｑ　
医
大
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
が
充
実

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
も
比
較
的
少

な
い
傾
向
だ
が
そ
の
要
因
は
。

Ａ　
感
染
者
が
少
な
い
要
因
と
し
て
、
１

点
目
は
、
検
査
が
で
き
る
診
療
・
検
査
医

療
機
関
が
１
１
０
カ
所
あ
り
、
検
査
体
制

が
充
実
し
、
感
染
者
の
早
期
発
見
が
大
き

く
進
ん
だ
こ
と
。

　

２
点
目
は
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
げ

る
た
め
の
積
極
的
疫
学
調
査
を
継
続
し
た

こ
と
。

　

３
点
目
は
、
積
極
的
疫
学
調
査
で
得
ら

れ
た
情
報
を
分
析
し
、
効
果
的
な
広
報
に

努
め
た
こ
と
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
も
貢
献
し
て
い

る
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
、
感
染

の
抑
え
込
み
を
図
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
遅
霜
対
策

〇
い
じ
め
対
策

〇
学
校
給
食
に
お
け
る
課
題

就
学
前
の

子
ど
も
の
視
力

沢さ
わ

井い

和か
ず
ひ
ろ宏

Ｑ　
就
学
前
に
目
の
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
、
屈
折
検
査
機
器
に
よ

る
再
度
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
べ
き

で
は
。

Ａ　
３
歳
児
健
診
の
標
準
検
査
と
し
て
視

力
検
査
を
実
施
し
、
屈
折
検
査
機
器
を
導

入
、
最
新
機
種
に
更
新
す
る
な
ど
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
て
い
る
。
３
歳

児
健
診
で
の
視
力
検
査
が
最
も
有
効
な
検

査
時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
目
の
疾
病
や
異
常
に
つ
い
て
も
見

逃
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
護
者
へ

の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
健
康
づ
く
り
で
競
争
（
共
創
）
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
地
域
登
録
促
進

〇
学
校
の
付
帯
設
備
の
更
新
、改
修
方
針

〇
小
水
力
発
電
参
入
へ
の
支
援
方
法

国
民
健
康
保
険
税  

村む
ら
や
ま山

国く
に
子こ

Ｑ　
均
等
割
は
人
口
減
少
対
策
、
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
18
歳
以
下
の
子
供
は
減

免
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
令
和
３
年

度
か
ら
18
歳
以
下
の
子
ど
も
２
人
目
か
ら

の
均
等
割
額
の
全
額
減
免
を
実
施
し
て
お

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
国
が
未
就
学
児
に

か
か
る
均
等
割
額
の
５
割
を
公
費
で
軽
減

す
る
措
置
を
開
始
し
た
。

　
子
ど
も
の
軽
減
措
置
は
国
が
必
要
な
財

源
を
確
保
し
た
う
え
で
制
度
を
拡
充
す
べ

き
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
に
対
し
て
要
望

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
保
育
所
の
最
低

基
準

〇
福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
に

お
け
る
ホ
ー
ル

〇
市
立
小
中
学
校
の
個
人
情
報
の
取
り

扱
い

物
価
高
騰
と市

民
生
活

山や
ま

田だ

裕ゆ
た
か

Ｑ
10
月
か
ら
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

医
療
費
２
割
負
担
の
市
民
へ
の
影
響
は
。

Ａ　
本
市
で
は
被
保
険
者
の
27
％
が
該
当

す
る
見
込
み
。
3
年
間
は
配
慮
措
置
が
設

け
ら
れ
る
が
、
一
定
の
所
得
が
あ
る
高
齢

者
に
は
医
療
費
の
負
担
増
と
な
る
こ
と
か

ら
、
受
診
控
え
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
一
方
、
制
度
全
体
と
し
て
、
現
役
世
代

の
負
担
軽
減
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
引
き
下
げ
に
よ
る
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

〇
第
四
種
踏
切
廃
止

〇
飯
坂
八
幡
神
社
隣
接
ト
イ
レ

■
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
福
島
駅
東
口
地
区

第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業

二に

階か
い
堂ど
う

武た
け
ふ
み文

Ｑ　
未
来
の
あ
る
街
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
市
外
、
県
外
に
対
し
、
積
極
的
に
発
信

す
べ
き
で
は
。

３
ペ
ー
ジ
へ
続
く

２
ペ
ー
ジ
の
続
き

一般質問とは？
議員が、市民の皆さんの生活にかかわる身近な市政の課題に対して質問を行います。その中から質問および答弁の
要旨を１件、その他の主な質問項目を３件掲載しています。
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■
行
財
政ふ

る
さ
と

寄
付
金
の
金
額

川か
わ
ま
た又

康や
す
ひ
こ彦

Ｑ　
直
近
３
年
の
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
金
額
と
市
か
ら
流
出
し
て
い
る
税
額

は
。

Ａ　
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
と

し
て
の
歳
入
は
、
１
億
９
５
５
万
円
余
り
、

福
島
市
民
が
他
市
町
村
へ
寄
附
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
る
市
民
税
寄
付
金
税
額
控
除
額

が
２
億
７
８
７
万
円
余
り
。

　
令
和
元
年
度
は
歳
入
が
１
億
４
，
５
６

４
万
円
余
り
、
控
除
額
が
２
億
２
，
４
９

７
万
円
余
り
。

　
令
和
２
年
度
は
歳
入
が
８
億
１
，
８
４

３
万
円
余
り
、
控
除
額
が
２
億
９
，
８
６

４
万
円
余
り
。

　
令
和
３
年
度
は
歳
入
が
速
報
値
で
12
億

５
，
０
０
０
万
円
余
り
、
控
除
額
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
計
数
整
理
中
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
サ
ル
被
害
の
軽
減

〇
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
の
基
本
利
用
料
金

と
運
営

〇
福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
の

利
用
料
金
と
運
営

廃
校
の
不
動
産
の

再
活
用

斎さ
い
と
う藤

正ま
さ
お
み臣

Ｑ　
提
案
型
民
間
活
力
導
入
制
度
の
概
要
、

売
却
価
格
の
設
定
方
法
は
。

Ａ　
提
案
型
民
間
活
力
導
入
制
度
は
、
民

間
事
業
者
な
ど
が
持
つ
資
本
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ア
イ
デ
ア
な
ど
の
民
間
活
力
を
最
大
限
生

か
し
て
、
公
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
の
新
し
い
制
度
で
、
テ
ー
マ
を
絞
ら

ず
、
幅
広
く
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
ア
イ

デ
ア
や
提
案
を
お
持
ち
の
方
に
、
未
利
用

公
有
財
産
を
売
却
、
ま
た
は
貸
付
す
る
。

売
却
価
格
は
原
則
、
不
動
産
鑑
定
評
価
額

に
基
づ
く
価
格
と
な
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
本
市
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備

状
況

〇
花
見
山
観
光
の
お
も
て
な
し
の
あ
り
方

〇
廃
校
備
品
販
売
会
、
図
書
譲
渡
会

■
く
ら
し
・
安
全

地
震
災
害
対
策
と

被
災
者
支
援

小お

熊ぐ
ま

省し
ょ
う

三ぞ
う

Ｑ　
国
の
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
に
お
け

る
申
請
期
限
の
規
定
は
。

Ａ　
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
に
申
請
期

限
の
規
定
は
な
く
、
今
回
の
福
島
県
沖
地

震
で
は
、
緊
急
性
を
考
え
、
独
自
に
令
和

２
年
度
と
同
様
の
期
間
を
設
定
し
た
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
利
用
促
進

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
と
扶
養
義

務
者
の
扶
養

〇
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支
給
拡
大

大
雪
へ
の
対
策  

高た
か
木ぎ

直な
お
人と

Ｑ　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
除
雪
作
業
に
携

わ
れ
る
方
を
明
確
に
し
、
担
当
を
決
め
る

な
ど
除
雪
計
画
の
作
成
に
市
も
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　
住
民
が
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら

除
雪
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

除
雪
計
画
を
策
定
し
、
降
雪
に
備
え
る
こ

と
が
円
滑
な
除
雪
作
業
に
結
び
つ
く
た
め
、

地
区
の
方
々
自
ら
が
作
成
す
る
地
区
防
災

計
画
の
策
定
支
援
で
、
除
雪
に
関
す
る
対

応
も
計
画
に
盛
り
込
む
な
ど
地
区
の
実
情

に
応
じ
た
助
言
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
福
島
駅
東
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
工
事
現
場
周
辺
の
安
全
対
策

〇
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
製
ワ
ク
チ
ン
の
導
入

効
果

〇
通
学
路
の
地
震
被
害
防
止
の
安
全
点
検

■
産
業
・
経
済

道
の
駅
ふ
く
し
ま
の

今
後
の
事
業
展
開

鈴す
ず
木き

正ま
さ
実み

Ｑ　
今
後
、
地
域
振
興
や
農
業
復
興
な
ど

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
福
島

な
ら
で
は
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
農

産
物
出
荷
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
農
産

物
集
荷
シ
ス
テ
ム
で
効
率
的
な
集
荷
を
行

う
と
と
も
に
、
着
地
型
観
光
の
商
品
開
発

な
ど
、
商
品
開
発
力
や
地
域
振
興
の
企
画

力
の
高
さ
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
今
後
、
市
内
事
業
者
と
の
連
携
や
地
域

資
源
を
生
か
し
た
新
商
品
開
発
、
市
内
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
の
周
遊
施
策
な
ど
、
地
域

振
興
の
拠
点
と
な
る
一
層
の
事
業
展
開
を

期
待
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
道
の
駅
ふ
く
し
ま
の
地
域
観
光
振
興

〇
道
の
駅
ふ
く
し
ま
の
混
雑
時
の
対
応

〇
道
の
駅
ふ
く
し
ま
か
ら
巨
木
を
巡
る

史
跡
探
訪道

の
駅
ふ
く
し
ま
を

拠
点
と
し
た
観
光

小お

野の

京き
ょ
う

子こ

Ｑ　
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
と
の
連
携

策
が
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で

は
。

Ａ　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
で
は
、
ふ
く
し

ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
エ

ア
レ
ー
ス
世
界
王
者
の
室
屋
義
秀
選
手
の

エ
ア
シ
ョ
ー
や
、
レ
ー
ス
機
の
３
分
の
１

ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
の
展
示
を
行
っ
た
。

　
今
後
、
ふ
く
し
ま
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
空

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
を
図

り
、
冬
期
は
ス
カ
イ
パ
ー
ク
で
豊
富
な
雪

を
活
用
し
た
か
ま
く
ら
づ
く
り
や
フ
ァ
ッ

ト
バ
イ
ク
、
犬
ぞ
り
試
乗
体
験
な
ど
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
地
域
資

源
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
よ
る
投
票
支
援

〇
お
く
や
み
窓
口
の
設
置
と
周
知
方
法

〇
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
配
備

■
福
祉
・
健
康

健
都
福
島

山や
ま
ぎ
し岸

清き
よ
し

Ｑ　
医
大
を
は
じ
め
、
医
療
機
関
が
充
実

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
も
比
較
的
少

な
い
傾
向
だ
が
そ
の
要
因
は
。

Ａ　
感
染
者
が
少
な
い
要
因
と
し
て
、
１

点
目
は
、
検
査
が
で
き
る
診
療
・
検
査
医

療
機
関
が
１
１
０
カ
所
あ
り
、
検
査
体
制

が
充
実
し
、
感
染
者
の
早
期
発
見
が
大
き

く
進
ん
だ
こ
と
。

　

２
点
目
は
、
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
げ

る
た
め
の
積
極
的
疫
学
調
査
を
継
続
し
た

こ
と
。

　

３
点
目
は
、
積
極
的
疫
学
調
査
で
得
ら

れ
た
情
報
を
分
析
し
、
効
果
的
な
広
報
に

努
め
た
こ
と
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
も
貢
献
し
て
い

る
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
３
回
目
、

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
、
感
染

の
抑
え
込
み
を
図
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
遅
霜
対
策

〇
い
じ
め
対
策

〇
学
校
給
食
に
お
け
る
課
題

就
学
前
の

子
ど
も
の
視
力

沢さ
わ
井い

和か
ず
ひ
ろ宏

Ｑ　
就
学
前
に
目
の
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
、
屈
折
検
査
機
器
に
よ

る
再
度
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
べ
き

で
は
。

Ａ　
３
歳
児
健
診
の
標
準
検
査
と
し
て
視

力
検
査
を
実
施
し
、
屈
折
検
査
機
器
を
導

入
、
最
新
機
種
に
更
新
す
る
な
ど
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
て
い
る
。
３
歳

児
健
診
で
の
視
力
検
査
が
最
も
有
効
な
検

査
時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
目
の
疾
病
や
異
常
に
つ
い
て
も
見

逃
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
護
者
へ

の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
健
康
づ
く
り
で
競
争
（
共
創
）
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
地
域
登
録
促
進

〇
学
校
の
付
帯
設
備
の
更
新
、改
修
方
針

〇
小
水
力
発
電
参
入
へ
の
支
援
方
法

国
民
健
康
保
険
税  

村む
ら
や
ま山

国く
に
子こ

Ｑ　
均
等
割
は
人
口
減
少
対
策
、
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
18
歳
以
下
の
子
供
は
減

免
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
令
和
３
年

度
か
ら
18
歳
以
下
の
子
ど
も
２
人
目
か
ら

の
均
等
割
額
の
全
額
減
免
を
実
施
し
て
お

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
国
が
未
就
学
児
に

か
か
る
均
等
割
額
の
５
割
を
公
費
で
軽
減

す
る
措
置
を
開
始
し
た
。

　
子
ど
も
の
軽
減
措
置
は
国
が
必
要
な
財

源
を
確
保
し
た
う
え
で
制
度
を
拡
充
す
べ

き
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
に
対
し
て
要
望

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
保
育
所
の
最
低

基
準

〇
福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
に

お
け
る
ホ
ー
ル

〇
市
立
小
中
学
校
の
個
人
情
報
の
取
り

扱
い

物
価
高
騰
と市

民
生
活

山や
ま

田だ

裕ゆ
た
か

Ｑ
10
月
か
ら
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

医
療
費
２
割
負
担
の
市
民
へ
の
影
響
は
。

Ａ　
本
市
で
は
被
保
険
者
の
27
％
が
該
当

す
る
見
込
み
。
3
年
間
は
配
慮
措
置
が
設

け
ら
れ
る
が
、
一
定
の
所
得
が
あ
る
高
齢

者
に
は
医
療
費
の
負
担
増
と
な
る
こ
と
か

ら
、
受
診
控
え
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
一
方
、
制
度
全
体
と
し
て
、
現
役
世
代

の
負
担
軽
減
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
引
き
下
げ
に
よ
る
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

〇
第
四
種
踏
切
廃
止

〇
飯
坂
八
幡
神
社
隣
接
ト
イ
レ

■
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
福
島
駅
東
口
地
区

第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業

二に

階か
い

堂ど
う

武た
け
ふ
み文

Ｑ　
未
来
の
あ
る
街
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
市
外
、
県
外
に
対
し
、
積
極
的
に
発
信

す
べ
き
で
は
。

３
ペ
ー
ジ
へ
続
く

２
ペ
ー
ジ
の
続
き

４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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Ａ　
今
後
も
市
長
が
積
極
的
に
市
外
、
県

外
に
赴
き
本
市
が
持
つ
様
々
な
可
能
性
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
ま
た
、
福
島

市
と
い
う
街
が
前
に
向
い
て
動
い
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
、
街
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と

街
な
か
居
住
を
進
め
、
進
出
し
た
場
合
の

採
算
性
に
強
気
に
な
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
本
市
の
将
来
性
を
感
じ
取
り
積
極

的
に
本
市
に
進
出
し
投
資
す
る
事
業
者
を

増
や
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
認
知
症
高
齢
者
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
の
独
自
の
救
済
制
度

〇
旧
米
沢
街
道
と
李
平
地
区
の
歴
史
遺
産

〇
二
ツ
小
屋
隧
道
の
土
木
的
な
歴
史
遺
産

中
心
市
街
地の

活
性
化

石い
し
や
ま山

波な
み

恵え

Ｑ　
街
な
か
交
流
館
を
拠
点
と
し
て
回
遊

性
を
高
め
る
Ｐ
Ｒ
強
化
が
必
要
で
は
。

Ａ　
現
在
、
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は

古
関
裕
而
の
ま
ち
・
福
島
市
と
題
し
、
福

島
駅
前
か
ら
古
関
裕
而
ス
ト
リ
ー
ト
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
バ
ス
、
古
関
裕
而
記
念
館
を
た

ど
る
動
画
を
配
信
し
、
街
な
か
交
流
館
に

お
い
て
も
公
開
を
は
じ
め
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
施
設
内
に
古
関
裕
而
氏

関
連
の
案
内
チ
ラ
シ
や
パ
ネ
ル
を
設
置
す

る
ほ
か
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、

街
な
か
交
流
館
を
拠
点
と
し
た
定
期
的
な

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
お
り
、
連

携
し
て
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
や
回
遊
促

進
を
図
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
中
心
市
街
地
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策

〇
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
対
策

〇
二
十
歳
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
教
育
・
文
化

物
価
、
食
料

高
騰
へ
の
対
応
策

大お
お
ひ
ら平

洋ひ
ろ
人と

Ｑ　
学
校
給
食
へ
の
影
響
、
対
応
策
は
。

Ａ　
５
月
に
国
が
公
表
し
た
４
月
分
消
費

者
物
価
指
数
で
は
、
生
鮮
食
品
が
、
前
年

同
月
比
約
12
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
学
校

給
食
用
の
食
材
、
調
味
料
な
ど
の
購
入
価

格
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
食
材
価
格
が
高
騰
す
る
現
状
で
も
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
お
い
し
い
福
島
型

給
食
の
質
と
量
を
継
続
的
に
確
保
し
、
保

護
者
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
、
支
援
策

を
講
じ
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
あ
づ
ま
エ
リ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
〇
公
立
夜
間
中
学
開
校
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ

〇
健
康
づ
く
り
向
上
に
む
け
た
ボ
ッ

チ
ャ
の
活
用

各議員の氏名の下にある二次元バーコードから市議会HPの録画映像をご覧いただけます。
（公開期間は８月末日まで）　９月以降は会議録をご覧いただけます。 会議録はこちらから☞

３
ペ
ー
ジ
の
続
き

複合市民施設に関する
調査特別委員会

議会機能継続計画策定
特別委員会を設置しました

　６月16日の本会議で、これまでの調査結果に
基づく委員長報告を行いました。
　今後も引き続き必要な調査を継続します。

　６月16日の本会議で、新たに議会機能継続計
画策定特別委員会が設置されました。
　今後、福島市議会機能継続計画を策定するま
で活動を行います。

主な内容

◇ 議会フロアに関する細部の検討を行うととも
に、実施設計の内容、およびライフサイクル
コストの試算について確認し、その内容につ
いて、適正な内容であることを確認した。

◇ 今後は管理運営や施設の名称、もしくは愛称
などについての検討が重要となるため、引き
続き市民参加による十分な検討がなされるこ
とを望む。 

所管事項

〇福島市議会災害対応指針改定ならびに
　福島市議会機能継続計画策定の件
〇福島市議会災害対策会議設置要綱改定の件
〇福島市議会議員の災害対応行動マニュアル
　改定の件 

委員構成

委員長　宍戸  一照　 副委員長　石原洋三郎
委員　　　
　佐々木　優　　石山　波恵　　羽田　房男
　後藤　善次　　白川　敏明　　二階堂武文
   尾形　　武　　山岸　　清  　 渡辺　敏彦

活動状況や委員長報告の全文は
こちらからご覧ください。
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Ａ　
今
後
も
市
長
が
積
極
的
に
市
外
、
県

外
に
赴
き
本
市
が
持
つ
様
々
な
可
能
性
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
ま
た
、
福
島

市
と
い
う
街
が
前
に
向
い
て
動
い
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
、
街
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と

街
な
か
居
住
を
進
め
、
進
出
し
た
場
合
の

採
算
性
に
強
気
に
な
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
本
市
の
将
来
性
を
感
じ
取
り
積
極

的
に
本
市
に
進
出
し
投
資
す
る
事
業
者
を

増
や
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
認
知
症
高
齢
者
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
の
独
自
の
救
済
制
度

〇
旧
米
沢
街
道
と
李
平
地
区
の
歴
史
遺
産

〇
二
ツ
小
屋
隧
道
の
土
木
的
な
歴
史
遺
産

中
心
市
街
地の

活
性
化

石い
し
や
ま山

波な
み

恵え

Ｑ　
街
な
か
交
流
館
を
拠
点
と
し
て
回
遊

性
を
高
め
る
Ｐ
Ｒ
強
化
が
必
要
で
は
。

Ａ　
現
在
、
市
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は

古
関
裕
而
の
ま
ち
・
福
島
市
と
題
し
、
福

島
駅
前
か
ら
古
関
裕
而
ス
ト
リ
ー
ト
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
バ
ス
、
古
関
裕
而
記
念
館
を
た

ど
る
動
画
を
配
信
し
、
街
な
か
交
流
館
に

お
い
て
も
公
開
を
は
じ
め
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
施
設
内
に
古
関
裕
而
氏

関
連
の
案
内
チ
ラ
シ
や
パ
ネ
ル
を
設
置
す

る
ほ
か
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、

街
な
か
交
流
館
を
拠
点
と
し
た
定
期
的
な

ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
お
り
、
連

携
し
て
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
や
回
遊
促

進
を
図
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
中
心
市
街
地
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策

〇
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
対
策

〇
二
十
歳
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
教
育
・
文
化

物
価
、
食
料

高
騰
へ
の
対
応
策

大お
お
ひ
ら平

洋ひ
ろ

人と

Ｑ　
学
校
給
食
へ
の
影
響
、
対
応
策
は
。

Ａ　
５
月
に
国
が
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表
し
た
４
月
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費

者
物
価
指
数
で
は
、
生
鮮
食
品
が
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前
年

同
月
比
約
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増
と
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っ
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お
り
、
学
校

給
食
用
の
食
材
、
調
味
料
な
ど
の
購
入
価

格
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
食
材
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格
が
高
騰
す
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現
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で
も
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養
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が
取
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た
お
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島
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護
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て
い
く
。
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く
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上
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け
た
ボ
ッ

チ
ャ
の
活
用

◆ふくしま市民生活エールクーポン事業
　コロナ禍に加えて原油価格や物価の高騰の影響
を受けた市民生活の支援と、疲弊した地域経済の
下支えを図るため、4,500円分のエールクーポン
を3,000円で購入可能な引換券を全市民へ１セッ
ト送付する。
　また、市県民税非課税世帯へは、追加で１セッ
ト送付する。

　主な質疑と答弁
問 ：市県民税非課税世帯への引換券の送付を２回
に分ける理由は。

答 ：課税情報を確認するには、本人の同意が必要
であるため、全世帯向けの購入引換券発送時に
課税情報確認にかかる同意書を同封し、同意を
得られた方については、課税情報を確認後、追
加分の購入引換券を発送する。

◆新型コロナウイルスワクチン４回目追加接種
　新型コロナウイルスワクチン４回目の追加接種
について、迅速かつ適切に実施するため、医療機
関へのワクチン接種手技料・集団接種の医師委託
費用などの事業費や予約案内業務・集団接種運営
などの体制整備にかかる費用を追加する。
〇４回目接種対象者　約157,000人
　（４月末に３回目接種を完了している方）

　主な質疑と答弁
問：ワクチン４回目接種期間中における１回目
　から３回目の接種希望者の対応は。

答：４回目接種期間中においても、
　１回目から３回目の接種につい
　て、引き続き体制を整えて実施
　していく。

常任委員会
※各常任委員会に付託された議案審査の主な内容を紹介します。

◆消防ポンプ自動車等購入の繰越
非常備消防自動車整備事業の消防ポンプ自動車
等購入について、年度内の納入が困難となったた
め、令和５年度へ28,985,000円を繰り越す。
【非常備消防とは】消防団のこと 　

　主な質疑と答弁
問：繰り越すこととなった要因は。

答 ：新型コロナウイルス感染症の影響により、海
外での自動車部品の生産が停滞、また、半導体
の供給不足が生じたことに伴い、さらに、騒音
規制に関わる法令改
正により車両の供給
が安定しないなどの
要因により、年度内
の納入が困難となっ
たため。 

◆一部損壊住宅修理支援事業
　令和４年福島県沖地震により応急修理の対象と
ならない一部損壊が生じた住宅に対して、日常生
活に不可欠な部分を応急的に修理した場合の費用
の一部を定額で補助する。
対象は以下の要件を全て満たす方

①地震により被害を受けた住宅に居住し、
　り災証明が「一部損壊」
②自らの資力では修理できない
③消費税込み20万円以上の修繕工事を実施した

　主な質疑と答弁
問：支援が必要な方に行き届くような周知方法は。

答 ：県による新聞での広報、市ホームページ、市
政だより、ＳＮＳなどを活用した周知のほか、
オンライン申請での窓口相談事前予約を行って
いる。また、罹災証明書と合わせて送付する「被
災者支援制度ガイドブック」にも当事業につい
て記載し、その都度対応しながら、ほかに周知
方法がないかも今後検討していきたい。

総 　 　 　 　 　 務

経　 済　 民　 生

文　 教　 福　 祉

建　 設　 水　 道

消防団車両イメージ
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～議案等の審議結果～
各議案の概要や資料は
こちらからご覧ください。

〔市長提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果
4年度
補正予算 一般会計、水道事業会計、国民健康保険事業費特別会計

条例改正

市税条例等

手数料条例

職業訓練技能センター条例

産業交流プラザ条例

国民健康保険税条例

東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対する国民健康保険税の減免に関する条例

東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対する介護保険料の減免に関する条例

清掃施設条例

市営住宅等条例等

人事
副市長選任

財産区管理委員選任

工事請負契約
一部変更 瀬上小学校屋内運動場改築事業 屋内運動場建築工事

財産取得 高規格救急自動車

その他 専決処分承認

〔委員会、議員提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果

意見書

木材の価格安定と国産材の供給力強化等を求める意見書

エネルギーとしての水素の普及促進を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

肥料価格の高騰から農業者を守るための支援を求める意見書

原子力損害賠償に係る中間指針等の見直しを早急に行うよう求める意見書

被災児童生徒就学支援等事業の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

〔請願・陳情〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

請願 国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書提出方について

陳情

暗所視支援眼鏡「ＭＷ10」の日常生活用具認定に関することについて

消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書提出方について ×
市民会館跡地への消防庁舎移転に関することについて ×

〔市長提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果
4年度
補正予算 一般会計、下水道事業会計、公設地方卸売市場事業費特別会計

その他 専決処分承認

会派名 真政会 真結の会 ふくしま市民21 公明党福島市議団 日本共産党
福島市議会議員団 耀ふくしま市議団 真の会 全体合計

議員数
（年度途中人数変更あり） ９人 ９人⇒８人 ６人 ４人 ４人 ３人 ０人⇒1人 35人

交付額（利子含む） 10,800,031 10,100,038 7,200,015 4,800,014 4,800,010 3,600,009 700,002 42,000,119

支
出
内
訳

調査研究費 16,200 0 0 0 0 0 0 16,200
研修費 0 16,880 0 0 0 0 0 16,880
活動旅費 338,300 0 0 0 0 0 0 338,300
広報費 4,599,705 5,030,717 5,463,644 3,187,052 3,269,263 2,291,850 0 23,842,231
広聴費 18,720 0 0 0 0 0 0 18,720
資料購入費 72,540 0 145,711 1,100 230,075 58,996 0 508,422
事務費 1,899,176 1,828,925 850,345 522,456 718,476 487,544 63,917 6,370,839
支出合計 6,944,641 6,876,522 6,459,700 3,710,608 4,217,814 2,838,390 63,917 31,111,592
収支差引額

（市への返還金） 3,855,390 3,223,516 740,315 1,089,406 582,196 761,619 636,085 10,888,527

※要請・陳情活動費、会議費、資料作成費については、各会派とも支出がありませんでした。

　政務活動費は、福島市から各会派に対して所属議員１名あたり月額10万円が交付され、会派の調査研究
その他の活動に必要な経費の一部として活用し、残金が生じた場合は返還しています。

全国市議会議長会総会において、次の議員が表彰され、６月２日の本会議開会前に表彰状が伝達されました。
　15年以上表彰　　梅津　政則 議員　　　大平　洋人 議員　　　小松　良行 議員　　　尾形　　武 議員
　　　　　　　 　　半沢　正典 議員　　　黒沢　　仁 議員　　
　10年以上表彰　　梅津　一匡 議員　　　萩原　太郎 議員　　　阿部　　亨 議員　　　白川　敏明 議員
　　　　　　　　　二階堂武文 議員

４月15日緊急会議

６月定例会議

単位：円
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～議案等の審議結果～

〔市長提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果
4年度
補正予算 一般会計、水道事業会計、国民健康保険事業費特別会計

条例改正

市税条例等

手数料条例

職業訓練技能センター条例

産業交流プラザ条例

国民健康保険税条例

東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税の減免に関する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対する国民健康保険税の減免に関する条例

東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に対する介護保険料の減免に関する条例

清掃施設条例

市営住宅等条例等

人事
副市長選任

財産区管理委員選任

工事請負契約
一部変更 瀬上小学校屋内運動場改築事業 屋内運動場建築工事

財産取得 高規格救急自動車

その他 専決処分承認

〔委員会、議員提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果

意見書

木材の価格安定と国産材の供給力強化等を求める意見書

エネルギーとしての水素の普及促進を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

肥料価格の高騰から農業者を守るための支援を求める意見書

原子力損害賠償に係る中間指針等の見直しを早急に行うよう求める意見書

被災児童生徒就学支援等事業の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書

〔請願・陳情〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果

請願 国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書提出方について

陳情

暗所視支援眼鏡「ＭＷ10」の日常生活用具認定に関することについて

消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書提出方について ×
市民会館跡地への消防庁舎移転に関することについて ×

〔市長提出議案〕

区分 件　　　　　　　　　　名 結果
4年度
補正予算 一般会計、下水道事業会計、公設地方卸売市場事業費特別会計

その他 専決処分承認

政務活動費の収支報告書、領収書などは、市役所１階の市民情報室や市議会ホームページ
でご覧いただけます。詳しい内容はこちらからご覧ください。

会派名 真政会 真結の会 ふくしま市民21 公明党福島市議団 日本共産党
福島市議会議員団 耀ふくしま市議団 真の会 全体合計

議員数
（年度途中人数変更あり） ９人 ９人⇒８人 ６人 ４人 ４人 ３人 ０人⇒1人 35人

交付額（利子含む） 10,800,031 10,100,038 7,200,015 4,800,014 4,800,010 3,600,009 700,002 42,000,119

支
出
内
訳

調査研究費 16,200 0 0 0 0 0 0 16,200
研修費 0 16,880 0 0 0 0 0 16,880
活動旅費 338,300 0 0 0 0 0 0 338,300
広報費 4,599,705 5,030,717 5,463,644 3,187,052 3,269,263 2,291,850 0 23,842,231
広聴費 18,720 0 0 0 0 0 0 18,720
資料購入費 72,540 0 145,711 1,100 230,075 58,996 0 508,422
事務費 1,899,176 1,828,925 850,345 522,456 718,476 487,544 63,917 6,370,839
支出合計 6,944,641 6,876,522 6,459,700 3,710,608 4,217,814 2,838,390 63,917 31,111,592
収支差引額

（市への返還金） 3,855,390 3,223,516 740,315 1,089,406 582,196 761,619 636,085 10,888,527

※要請・陳情活動費、会議費、資料作成費については、各会派とも支出がありませんでした。

令和４年春季議会報告会・意見交換会を開催しました

　議会基本条例に基づき、議会活動や市政に関する情報を市民の皆さまと共有し、また、市政全般に
ついて意見を交換するため、毎年春と秋に議会報告会と意見交換会を開催しています。

いただいたご意見は、議員全員で共有するとともに、
今後の議会活動にいかしてまいります。
参加いただいた市民の皆さま、誠にありがとうござ
いました。

議会報告会・意見交換会の詳しい
内容はこちらからご覧ください。

令和３年度政務活動費の収支実績をお知らせします

　政務活動費は、福島市から各会派に対して所属議員１名あたり月額10万円が交付され、会派の調査研究
その他の活動に必要な経費の一部として活用し、残金が生じた場合は返還しています。

全国市議会議長会 市 議 会 議 員 表 彰

全国市議会議長会総会において、次の議員が表彰され、６月２日の本会議開会前に表彰状が伝達されました。
　15年以上表彰　　梅津　政則 議員　　　大平　洋人 議員　　　小松　良行 議員　　　尾形　　武 議員
　　　　　　　 　　半沢　正典 議員　　　黒沢　　仁 議員　　
　10年以上表彰　　梅津　一匡 議員　　　萩原　太郎 議員　　　阿部　　亨 議員　　　白川　敏明 議員
　　　　　　　　　二階堂武文 議員

単位：円

意見交換会でのご意見の一部

★生理の貧困について福島市が先駆けて
　取り組んでいくべきと思う。
★消防団のような地域住民で編成する
　緊急除雪隊の設置が必要ではないか。 

●第１部　議会報告会…令和３年12月定例会議から令和４年４月15日緊急会議までの各常任委員会、
　　　　　特別委員会における議案審査、調査の結果について、各委員会所属議員から報告　
●第２部　意見交換会…テーマを設けず、自由に意見を交換
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◆本会議、委員会ともどなたでも傍聴いただけます。
　委員会の傍聴など詳しくはホームページをご覧ください。
◆９月定例会議で審議する請願・陳情の締め切りは、
　９月２日㈮午前11時です。

９月定例会議開催予定（９月１日～９月22日）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
本会議

（定例日）
4 5 6 7 8 9 10

本会議（一般質問）
11 12 13 14 15 16 17

本会議
（一般質問） 常任委員会 決算特別委員会

(分科会）
18 19 20 21 22 23 24

(敬老の日）決算特別委員会
（全体会・分科会）

本会議
（採決等） (秋分の日）

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960－8601　福島市五老内町３番１号　
　電話 024－525－3776
　FAX 024－534－2520
　福島市議会広報委員会あて
◆市議会ホームページをご覧ください。
　 https://www.city.fukushima.fukushima.jp/
　gi-soumu/shise/shigikai/

　　発行：福島市議会
　　編集：広報委員会

　５月12日、市議会全員協議会を開催し、福島駅東口の再開発事業と市が再開発ビル内に整備する予定の
大ホールなどの「福島駅前交流・集客拠点施設」の計画内容について説明を受け、その後質疑を行いました。
　主な質疑内容
　　Ｑ： 備品の購入費の予算はどの程度と見込んでいる

のか。  
　　Ａ：３～５億円程度と想定している 。
　　Ｑ： 建設単価かつ資材単価は、今後ますます上がる

要因の方が多く、工事費７％増とされる現状で
は収まりきらなくなることも想定されるが、そ
の対応は。

　　Ａ：  有利な財政制度などをできるだけ活用して負
担の縮小化を図ってまいりたい。

全員協議会を開催しました

計画中の再開発ビル複合棟のイメージパース

速やかに予算などを審議 委員会で現地視察を実施
　４月15日、緊急会議を開催し、３月16日に発
生した地震被害に対応するための補正予算など
の審査を行いました。

　緊急会議で可決された予算による主な事業
　　●被災家屋等解体処理事業
　　●住宅屋根改修助成事業
　また、６月定例会議最終日の16日に市当局よ
り追加提案された緊急経済対策や降ひょう被害
を受けた果樹生産者への支援などのための補正
予算を速やかに審査しました。

　可決された補正予算で実施される主な事業
　　●第４弾市民生活エールクーポン
　　●ひょう害果販売促進

　４月25日、建設水道常任委員会で、所管事務
調査の一環として市の維持補修センターの現地
視察を行いました。
　市の担当者より維持補修センターで管理する
除雪機械資材の台数やそれぞれの用途、班編成
や作業員数などについて説明を受け、降雪時の
除雪体制を確認しました。
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